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恐らく日本の音楽業界を10年後に振り返ったとき、2004年は忘れられない年に

なるだろう。21世紀に入ってから一番最初にターニングポイントが訪れた年とも

言えるのではないか――。

だれが「音楽」を
生き返らせるのか？
ターニングポイントを迎えた日本の音楽配信ビジネスの現状

ここ数年の日本の音楽業界を振り返っ

たときに出てくるキーワードはいくつかあ

るが、その中でもっとも話題になったもの

は「コピーコントロールCD（CCCD）」の導

入だろう。CCCDとは、コピー防止技術が

埋め込まれた音楽ディスクのこと。より具

体的に言えば「パソコンを使った音楽CD

のコピーだけを防止したCD」ということに

なる。90年代後半、パソコンにCD-Rド

ライブが標準搭載されるようになり、それ

までは比較的時間がかかった音楽CDの

コピーがわずか数分でできるようになっ

た。また、ブロードバンドの発達とともに、

Napster、WinMX、Winnyといったいわゆ

る「ファイル交換ソフト」が登場し、大手メ

ジャーレコード会社に所属するアーティス

トの楽曲がMP3形式で違法にやり取りさ

れるようになった。こうした音楽の違法コ

ピーが簡便になる一方で、音楽業界の売

上高は1998年をピークに下がり始める。

いわゆる「音楽バブル」が崩壊して売り上

げが落ちているところに違法コピーのカ

ジュアル化が拍車をかけ、音楽業界のCD

総生産額は毎年数百億円規模で落ち込

んでいった。

音楽業界の売り上げが落ち込んだ原因

はさまざまな要素（大物アーティストの不

在、ベスト盤の乱発、カラオケ需要の減

退、携帯電話の隆盛、DVDの好調など）

がからみ合っており、一概にどれが原因と

決めつけるのは難しい。しかし、その1つ

としてユーザーによる違法コピーが大きな

原因となっていたことは事実だろう。そこ

で音楽業界（正確には日本レコード協会に

加盟するレコード会社の約半分）は、2002

年から、リスナーへの音楽著作権啓蒙の

切り札としてCCCDを導入したのだ。

しかし、鳴り物入りで導入された

津田大介（つだ・だいすけ）
週刊誌、インターネット誌、ビジネス誌、音楽
誌などを中心に幅広いジャンルで執筆活動を
続けるライターとして活躍中。また、音楽配信
の話題を中心とした情報サイト「音楽配信メ
モ」を個人で運営。近著に『だれが「音楽」を
殺すのか？』（翔泳社）がある。
●音楽配信メモ http://xtc.bz/
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CCCDだったが、ユーザーからの評判は

散々。稚拙なコピー防止技術を使ったせ

いで、本来防止するはずのパソコンでの

コピーはほとんど防げず、再生できなけれ

ばいけないはずの通常のオーディオ機器

（特にカーオーディオやポータブルCDプ

レイヤーなど）で正常に再生できないとい

う事態を引き起こした。また、CCCDを導

入した頃からiPodに代表されるハードデ

ィスク型音楽プレイヤーの市場が大きく

なってきたことも見逃せない。ハードディ

スク型プレイヤーやiTunesなどのデジタ

ル音楽管理ソフトが普及してきているの

に、そうした新しい音楽の楽しみを否定す

るCCCDは、音楽CDを大量に購入する

ヘビーリスナーから、普段パソコンで音楽

を楽しんでいるライトリスナーまで、さまざ

まな層から反発を受けた（表立って反発し

なくても、「CCCDならば無理して買うこと

もないな」という購入判断を下すリスナー

も多かったようだ）。

そうしたリスナーの反発も影響したのだ

ろう。大手レコード会社が所属する日本レ

コード協会がCCCDの普及を促している

にもかかわらず、積極的に多数のタイトル

をCCCDで発売していたのは、エイベック

ス、ソニー・ミュージックエンタテインメン

ト（SME）、東芝EMIの3社のみだった。

「推進派」のレコード会社2社が
CCCDから事実上の撤退！？

そんな状況の中、今年9月に自社作品

のほぼすべてのタイトルをCCCDで発売

していたエイベックスが今後発売されるタ

イトルのCCCD採用を「弾力化」すると発

表、次いでSMEが11月以降発売される

タイトルからCCCDを全廃し、通常のCD

に戻すということを発表したのだ。エイベ

ックスは「弾力化」という微妙な表現を使

っているが、今後の発売スケジュールを見

ると、ほぼすべてのタイトルが通常のCD

で発売される。事実上の「撤退」と見てい

いだろう。

しかし、なぜこのタイミングで「推進派」

の2社がCCCDから撤退したのだろうか？

SMEコーポレイト・エグゼクティブの秦幸

雄氏はCCCDを全廃した理由を「さまざま

な要因があるが、その中でも一番大きい

理由は、ほかのレコード会社さんが付いて

こなかったこと」と語る。

「CCCDを導入した2年前はCDにコピ

ーコントロールをかけるということが世界

的な流れでした。ところが現状リリースさ

れるタイトルの中でCCCDは1割程度しか

ない。技術でコピー制御する場合、ハー

ド側と同じテーブルに着かないと意味が

ない。それをやれなかったから現状の

CCCDは実質的なコピーガードになってい

ないわけで。全社的にCCCDに行こうと

いう流れができれば同じテーブルに着く

ことも可能だったかもしれませんが、実際

はそうならなかった。もう1つの理由は『ポ

ストCD』が見えなかったということが大き

い。現状のCCCDが良い方式だとは我々

も思っていなかったんです。今のCCCD

を過渡期的なものと考え、ポストCDをい

くつも模索していたんですが、この2年で

それらのプロジェクトが事実上崩壊してし

まいました。となると、今後10年今の

CCCDで行くかという話になる。それはあ

りえないだろうと」

音楽配信ビジネス競争は
フォーマットの競争でもある

秦氏によれば、ポストCDがまとまらな

かった背景にはIT産業の発達があるとい

う。昔ならば音楽業界に関連するハード、

ソフトメーカーの話し合いで済んでいたの

が、現在はそこにコンピュータ業界が割り

込んできたことで、各社の思惑のバッティ

ングが起きてしまい、統一的な規格がま

とまらなくなってしまったというのだ。

各社の思惑がバッティングするという話

CDのパッケージに貼られたCCCDのシール

上は大塚愛のシングルCD
『さくらんぼ』（エイベックス）
に貼られたCCCDのシー
ル。下は佐野元治のシン
グルCD『月夜を往け』（ソニ
ーミュージック／エピック）
に貼られたレーベルゲート
CD2のシール。大塚愛の
『さくらんぼ』は50万枚を売
り上げる大ヒットとなり、し

かも着うたのダウンロード数はCDの売り上げ数を超える
100万となった。
一方、佐野元春はCCCDに反対の態度を示していたが、
『月夜を往け』を含むレコード会社からの一方的なCCCD
の発売により、SMEとの契約を解消している。

2003年に発売されたCCCDは1割

日本レコード協会によれば、2003年に発売された新譜CDは
1万3027タイトル。うちCCCDが1424タイトルで全体のほぼ
1割にあたる。結局、CCCDを採用しているのは、エイベック
スとSME、東芝EMIの洋楽のみとなっている。

CCCD

通常CD 
1万1603タイトル 

1424 
タイトル 
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は、何もポストCDという「メディア」だけ

に限った話ではない。欧米で急速に市場

が拡大している音楽配信のノンパッケー

ジコンテンツでも似たような現象は起こ

っている。現在世界中でサービスインして

いる音楽配信サービスのうち、主立った

方式は3つ。アップルのiTunes Music

Store（iTMS）が採用するAACと、米国や

日本でポータルやISPなどが採用してい

るマイクロソフトの Windows Media

Audio（WMA）、日本のメジャーレーベル

の合弁会社「レーベルゲート」が採用する

ATRAC3だ。当然それらには互換性はな

く、AACはアップルのiPodにしか転送で

きず、ATRAC3はソニーを中心とする対

応オーディオ機器にしか転送できない。

今のところ優勢なのは欧米でiPodとの

連携で成功を収めているiTMSのAAC。

これに対し、日本のATRAC3はiTMSと

比べて著作権保護機能（DRM）が非常に

厳しく設定されており、ユーザーの使い勝

手が著しく劣る。ATRAC3の音楽配信は

歴史こそ古いものの、こうした使い勝手の

せいでiTMSのようなブレイクには至って

いない。その一方でウィンドウズという支

配的地位を誇るOSに標準搭載される強

みを活かして、音楽配信のデファクトを虎

視眈 と々狙っているのがWMAだ。マイク

ロソフトは去る10月20日にDRMやインタ

ーフェイス周りを強化した最新バージョン

の「ウィンドウズメディアプレイヤー10

（WMP10）」を発表し、iTunesと同様の使

い勝手を実現できる環境が整った。

すでに日本では今年からOCN、エキサ

イト、リッスンなど、ポータルサイトやISP

がウィンドウズメディア9を使った音楽配

信サービスを開始しているが、これらのサ

ービスがWMP10にすぐ切り替わるのか

というと「いずれ対応する予定はあるが、

現時点ですぐに10に移行するわけではな

い」（OCN広報）という。そんな中、ある種

の「敵陣営」とも言えるレーベルゲート（レ

ーベルゲートはレコード会社18社による合

弁会社ではあるが、ソニー、SME色が強い

会社だ）がATRAC3の音楽配信「Mora」

とは別に新たに「MusicDrop」というブラ

ンドを立ち上げ、WMP10を使った音楽配

信に参入することを発表した。レーベルゲ

ート代表取締役の高堂学氏はWMP10の

音楽配信に参入した理由をこう語る。

「もともとわれわれはiTMSが登場する

かなり前から音楽配信をやっています。そ

の時点ではATRAC3がもっとも先進的で

対応端末も多かったので採用したという

だけのこと。あくまでそのときに良いもの

を使っていくというスタンス。WMP10が

使えるレベルにあると思ったから、今回採

用させてもらったし、特定の方法に固執す

るつもりもない。AACが業界的に音楽配

信の標準方式になるのなら、今後AACを

サポートする可能性も十分あります」

AACのサポートというと、レーベルゲー

トで購入した曲がiPodに転送して聴ける

ようになるという意味なのだろうか？

「iPodに転送できるようにするには、ア

ップルさんがFairPlay（アップルのDRM）

をオープンにしてくれないとできない。その

あたりは今後の交渉次第でしょう。ただし、

1つ言っておきたいのはわれわれはiTMS

とはスタンスが違うということ。アップルは

楽曲をiTMSで格安販売し、それを転送し

て聴けるiPodを売って回収するという特殊

なビジネスモデル。われわれはあくまでレ

ーベルが母体の会社。ハードで儲けられ

るわけじゃない。配信ビジネスそのもので

日本では7月24日に発売されたアップルの「iPod mini」（写真）は店頭で品薄にな
り、入手困難になるほどの人気商品となっている。iPodシリーズはすでに累計
570万台を販売していると言われている。日本でiTMSがスタートする日も近い？

快進撃を続けるiPodとiPod mini

1998年をピークに下がり続ける音楽マーケット
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日本の音楽マーケットは1998年を境に下降線をたどっている。グラフ
はCDやアナログレコードなどの総生産額。今後はここに着うたやイン
ターネットの音楽配信が入ることでマーケットは持ち直すのだろうか？
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きちんと利益を出さないといけないんで

す。今回マイクロソフトさんと提携したの

も、持っているコンテンツを幅広いプラッ

トフォームで売ることで利益回収ポイント

を増やそうということですし、今後もそうい

う流れになっていくと思いますね」（同氏）

また、高堂氏は「欧米のiTMS成功の背

景にはレコード会社自ら運営する音楽配

信がすべて失敗したという特殊な事情が

ある」と指摘する。日本の場合、レーベル

ゲートのようにレコード会社が主体となっ

て配信ビジネスを行っているため、アップ

ルのように大胆な消費者寄り戦略を打ち

出しにくいという「お家事情」もあるようだ。

しかし、リスナーからしてみれば「なぜ欧米

でできることが日本でできないのか」と考

えてしまうのは当然の話。実際、音楽フ

ァンの中でiTMSを切望する声は多い。

レコード会社はiTMSに乗り気？
2005年は音楽配信の元年に

「普及してない日本の音楽配信より、

iTMSに乗りたがってるレコード会社はか

なり増えてきています。iTMSが上陸する

のも時間の問題では」（大手レコード会社

社員）

こんな声もあるほどだ。業界関係者に

よればこうした声に呼応するかのように、

Moraで購入した楽曲のプレイヤーへの転

送回数がそれまでの3回から「無制限」に

変更される可能性も高いという。

「エイベックスやSMEがCCCDを見直

したように、配信におけるルールも考え直

す時期に来ています。CDバーニングを認

めるかどうかということも含めて、今後リ

スナーの方が本当に使いやすいサービス

とは何かを模索していきたい」（高堂氏）

米国でブレイクしたとされる音楽配信

（iTMS）だが、売上高で見ればまだせいぜ

い年間100億円程度。年間1兆円近くの

総生産額を誇る米国の音楽業界から見た

らわずか1%程度の売り上げでしかない。

しかし、その一方で米リアルネットワーク

スの月額聴き放題型音楽配信「Rhapsody」

の会員はつい先頃60万人を突破。年間

ベースで20億～50億円程度の売り上げ

規模まで急成長してきている。そう、音楽

配信のようなノンパッケージの場合、販売

のスタイルを変えることで、お互いが食い

合わずに成長していけるというメリットがあ

るのだ。日本のPC向け音楽配信の売り

上げは「8億から12億円。まだ『産業』に

すらなっていない」（OCN Music Storeを

運営するNTTコミュニケーションズ コン

シューマ＆オフィス事業部長・松田氏）とい

うのが現実だが、代わりに携帯電話向け

の音楽配信「着うた」が非常に好調だ。す

でに市場規模で50億円程度になっており、

今年から提供されるキャリアが3社に増え

たことでより一層の飛躍が期待される。

今でこそ惨憺たる状況のオーディオ機

器向け音楽配信「エニーミュージック」も、

着眼点を変えてRhapsodyのような聴き

放題型サービスと連携すれば、また違っ

た層を取り込めるかもしれない。PC向け

の音楽配信も「本命」のiTMSが上陸し、

それを迎え撃つべくレーベルゲートが

iTMS並みに使いやすい方式に転換すれ

ば一気にPC向け音楽配信が盛り上がり、

ブレイクする可能性は十分ある。「ポスト

CD」が見えない今の音楽業界が音楽配

信の可能性を真剣に考え始めたのも、

CCCDをやめるという決断を下したのもす

べてはつながっているのだ。

もちろん、音楽配信がすぐに「音楽」を

生き返らせる特効薬というわけではない。

だが、iPodが多くの音楽ファンに「自分の

音楽ライブラリーをどこにでも持ち歩け

る」という新しい価値観を示し、かつての

音楽ファンに音楽を聴くという行為を「思

い出させた」ように、デジタル技術の発展

は確実に「音楽」を生き返らせる力を持っ

ているのだ。どうせデジタル技術を使うな

らCCCDみたいにネガティブな方向に使

うのではなく、iPodやiTMSみたいにポジ

ティブな方向に使ってほしい。その方がア

ーティストにもリスナーにもレコード会社

にも幸せな結果をもたらすんじゃないかと

個人的には思っている。人々がデジタル

技術によって新しい音楽の楽しみ方を知

ることになる（であろう）2005年は、間違

いなく真の「音楽配信元年」になるはず。

これから起こるさまざまな変革を前にワク

ワクする気持ちでいっぱいだ。

2005年は音楽配信はもっと飛躍する？

レーベルゲートが提供する音楽配信サービス「mora」。
現在、楽曲数8万曲を揃え、月間17万～18万曲を販売
する。2004年度末までには「15万曲を揃えたい」として
いる。レーベルゲートはWMP10向けにMusicDropも開
始。スタート時はmoraの半分の楽曲数となる予定。

http://mora.jp/

マイクロソフトのポータル事業MSNも「MSNミュージッ
ク」で音楽配信事業に参入。WMP10の発表と同時に
スタートだが、WMP9から対応している。次期検索エン
ジンへの対応や新バージョンのメッセンジャーとの連携
などMSNの各種事業との連携が強化されるという。

http://music.msn.co.jp/

OCNの会員向けにサービスしている音楽配信「OCN Music Store」。レコードレーベ
ル10社と契約し、10月末時点では楽曲数5万曲を用意している。2004年度内に
は30万曲を目指す。MISIAの未発表曲など独自のラインナップにも力を入れる。

http://music-store.ocn.ne.jp/

だれが「音楽」を
生き返らせるのか？
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今秋、マイクロソフトは、最新ソフトウェ

アとハードウェアを引っ提げて、デジタルメ

ディア戦略を展開しようとしている。同社

は10月、ウィンドウズメディアプレイヤー

（WMP）の最新版「WMP10」と、ウィンドウ

ズXPのホームエンターテインメントバージ

ョン「ウィンドウズXPメディアセンターエデ

ィション2005（MCE2005）」、音楽や動画

の再生が可能なポータブルプレイヤー「ポ

ーブタルメディアセンター（PMC）」を相次い

で発表した。また、WMP10経由で楽曲を

購入できる音楽配信サービス「MSNミュー

ジック」も開始する。

今回のデジタルメディア戦略の狙いは、

パソコンとインターネットを中心としたマル

チメディアネットワークの構築にある。

その中でももっとも注目すべきはデジタ

ル著作権管理（DRM）だろう。DRMは

WMP9以前にも実装されていた。ただ、

WMP10ではより弾力的なデジタル著作権

管理（DRM）技術が実装されており、たと

えば、一度、ユーザー登録しておけば、何

度でも視聴できる定額会員制向けのコン

テンツ配信もサポートしているし、ダウンロ

ードした映像をある時間が経過すると見ら

れなくするといったレンタル形式の配信も

サポートしている。

このDRMはMCE2005にも搭載されて

おり、録画番組をPMCに転送したり、

「Media Center Extender（MCX）」という機

器を使ってテレビやXboxから視聴したり

操作したりすることも可能だ。

この戦略は米国では9月より実施されて

おり、大リーグの公式サイト「MLB.com」な

どから提供を受けたPMCデバイス向けの

コンテンツも有料配信を予定している。国

内では、ウィンドウズメディアプレイヤー10

の発表と同時に、エイベックス、エキサイ

ト、ソニーミュージック、リッスンジャパン、

レーベルゲートが音楽配信サービスを、

WOWOWやショウタイム、バンダイチャン

ネルが映像配信サービスを行っている。

これまで、パソコン上の動画・音楽コン

テンツを各種デバイスで楽しみたいという

ニーズは高かったものの、著作権の問題

などで実現は困難だった。しかし、巨人マ

イクロソフトからコンテンツホルダーとユー

ザーの両者に優しいOS、アプリケーショ

ン、サービス、周辺機器が登場することで、

その状況が一変することも十分考えられ

る。今後の動向に注目してほしい。

ポータブルメディアセンターとの連携でアップルに対抗？

ウィンドウズメディアプレイヤー10登場！
この10月、マイクロソフトは、OS、再生ソフト、ポータブル

プレイヤー、音楽配信サービスなど、マルチメディア関連の新

製品と新サービスを相次いで発表。パソコンやインターネッ

ト上の動画・音楽コンテンツをさまざまな環境で視聴できる

スタイルを目指すという。ここでは、最新版のウィンドウズメ

ディアプレイヤーのレビューを中心に、ついに「パソコンのリ

ビングへの進出」に本腰を入れ始めた同社のマルチメディア

戦略をチェックしてみよう。

text: 成松哲

1 デジタルメディアへのアクセスが劇的に変わる！1 デジタルメディアへのアクセスが劇的に変わる！

音楽コンテンツの転送 

ポータブル音楽プレイヤー 

音楽配信 
MSNミュージック 
MusicDropなど 

映像配信（米） 
MLB.com 
CinemaNow

インターネット 

音楽・映像コンテンツの 
ダウンロード購入 

WMP10/ 
MCE2005 
インストールPC

Media Center Extenders 
（MCX） 

音楽・映像配信 テレビ テレビ 

Xbox

ポータブルメディアセンター 

映像・音楽 
コンテンツの転送 

 

WMP10/MCE2005を中心としたウィンドウズのメディア戦略

WMP10やMCE2005をインストールしたPCを用意
することで、インターネットでダウンロード購入した
映像や音楽コンテンツをポータブルプレイヤーに転
送でき、コンテンツを持ち運びできるようになる。
また、MCE2005とMCXを組み合わせれば、
MCE2005にある映像や音楽コンテンツをテレビで
も観賞できるようになる。XboxをMCXとして利用
するパッケージソフトもある。
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2 操作性が強化されたウィンドウズメディアプレイヤー102 操作性が強化されたウィンドウズメディアプレイヤー10

マイクロソフトのデジタルメディア戦略

のキーとなるのが「ウィンドウズメディアプ

レイヤー10」（WMP10）だ。ここからは、

前バージョンのWMP9からどのような点

が変更されたのか、その新機能の数々を

紹介していく。

WMP10を起動して、まず目を引くのが、

インターフェイスだろう。WMP9以前のバ

ージョンでは、動画・音楽の再生、音楽

CDからの録音、ポータブルプレイヤーと

の同期などの機能を呼び出すナビゲーシ

ョンボタンはウィンドウ左側にあった。し

かし、WMP10ではこれを上部に移動して

いる。

動画ファイルや音楽ファイルを一括管

理できる「ライブラリ」機能のデザインも

一新された。画面左のツリービューのア

イコンのデザインが変更されたのに加え、

コンテンツの再生順の管理が簡単になっ

ている。WMP上で再生する映像や楽曲

の順番を決定する「プレイビューリスト」、

作成する音楽CDに書き込む曲順を指定

する「書き込みリスト」、ポータブルプレイ

ヤーに転送したい楽曲や映像を登録する

「同期リスト」という3つの再生リストの作

成に対応しており、用途に合わせたリスト

を作っておけば、ナビゲーションボタンの

「プレイビュー」「書き込み」「同期」をクリ

ックするだけで、そのプレイリストが自動

的に呼び出される。WMP9以前のように

ユーザー自身がいちいち用途に合わせた

再生リストを作成しておく必要はない。

●刷新されたインターフェイスでコンテンツを手早く管理

●WMP上から音楽・映像の有料配信サービスを利用できる

WMP10のメイン画面。ナビゲーションボタンの位置
だけでなく、「CDからの録音」が「取り込み」に、「メデ
ィアライブラリ」が「ライブラリ」になるなど、名称も
WMP9から変更されている。また、HDD上の音楽フ
ァイルから音楽CDを作成する「書き込み」ボタンも
新規に追加された。

レーベルゲートが提供するMusicDropの
画面（イメージ）。MusicDrop以外にも
MSNミュージックなどがウィンドウズメディ
アプレイヤーに対応した音楽配信のサービ
スを提供する。もちろんすでにあるOCNミ
ュージックストアやExciteミュージックスト
アなどでもWMP10を利用できる。

WMP10ではコンテンツ配信サービス

へのアクセス機能も追加されている。

「MSNミュージック」などの音楽配信サー

ビスにWMP上から直接アクセスして音楽

ファイルをダウンロード購入できる。アッ

プルのiTuneが「iTunesミュージックスト

ア」1サービスにのみ対応しているのに対

し、WMP10は「MSNミュージック」に加

え、「MusicDrop」など複数のサービスを

利用することが可能だ。

また、すでに米国では発表されている

が、WMP10は「CinemaNow」などのPMC

用映像コンテンツをダウンロード購入する

こともできる。執筆時点では明ら

かにされていないが、音楽配信だ

けでなくWMP10対応の映像配信

サービスも登場しているはずだ。
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●独立した機能で自由な音楽CD作成環境を実現！

●独自の著作権保護技術とデータ転送技術でワンタッチデータ転送

WMP9で音楽CDを作成する場合、ポ

ータブルプレイヤーに音楽ファイルを転送

するときと同じ「デバイスの転送」機能を

利用していた。しかし、機能名から実際の

作業が連想しにくいため、どの機能で音

楽CDを作成するのか判りにくかった。だ

が、WMP10は「書き込み」という独立した

音楽CD作成機能を用意しており、直感的

に操作ができるようになった。

また、書き込むコンテンツの内容も選

ばない。WMP10にはデジタル著作権管

理（DRM）技術が組み込まれており、同様

のDRM技術が施された米国版のMSNミ

ュージックの場合、音楽ファイルを購入

後、最大7回まで音楽CDに書き込める

（日本版MSNミュージックでは購入した音

楽ファイルをCDに書き込めない）。104

ページのとおり、国内のコンテンツホルダ

ーも最近になってデジタル著作権の取り

扱いについて柔軟な姿勢を見せ始めてい

る。日本語版のWMP10でダウンロード購

入した音楽ファイルをCDに書き込めるよ

うになる時期は、そう遠くないはずだ。

「ライブラリ」で画面右上のプルダウンメニュー
から「書き込みリスト」を選択。画面右中央に
表示された「リストビュー」に「ライブラリ」から
CDに書き込みたい音楽ファイルをドラッグ＆
ドロップする。

「書き込み」をクリックすると、画面左に前手
順で作成した「書き込みリスト」が表示される。
CD-Rをセットして「書き込み開始」をクリック
すれば、音楽CDのできあがりだ。

ポータブルプレイヤーとの連係性能も

WMP10 の大きな魅力のひとつだ。

WMP10には、同社独自のマルチメディア

データ専用の転送技術「Mult imedia

Transport Protocol」（MTP）を搭載して

おり、MTPに対応したプレイヤーであれ

ば、パソコンに接続するだけでWMP10と

プレイヤー上のデータの同期が行われる

「Auto Sync」機能を利用できる。専用の

ドライバーや転送ソフト、クレードルは一

切不要だ。なお、マイクロソフトによると、

現在、MTP対応プレイヤーは70機種以上

あるという。

また、DRMを搭載したプレイヤーなら、

WMP10対応のコンテンツ配信サービス

でダウンロード購入した音楽ファイルや動

画ファイルを技術上、無制限で転送でき

る。万が一プレイヤー内のデータが消

失・破損しても、パソコン上にファイルが

あれば、いつでも復元できるのだ。

「ライブラリ」画面右上のプルダウンメニューか
ら「同期リスト」を選択し、右中央の「リストビ
ュー」に「ライブラリ」からポータブルプレイヤ
ーに転送したい音楽ファイルをドラッグ＆ドロ
ップする。

「同期」画面を開くと、「同期リスト」に登録した
音楽ファイルの一覧が表示される。MTP対応
ポータブルプレイヤーを接続すると、自動的に
WMP10とプレイヤーのコンテンツファイルを
比較し、プレイヤー側に保存されていないもの
が転送される。
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●ついにMP3ファイルの作成に標準対応！

WMP9以前のバージョンでも音楽CD

のリッピングはできたが、対応形式はマイ

クロソフト独自のWMA（Windows Media

Audio）形式のみとなっていた。MP3形式

でリッピングするには「MP3作成プラグイ

ン」というコーデックを別途購入しなけれ

ばならなかった。

だが、WMP10ではMP3形式でのリッ

ピングに対応。コーデックを購入しなくて

も、音楽CDの楽曲をMP3ファイルとして

パソコンに保存しておける。MP3といえ

ば、現在、最も流通している音楽ファイル

フォーマット。WMP10が標準対応したこ

とで、これからは音楽ファイルを場所を選

ばずに楽しめるようになるはずだ。

MP3形式で音楽CDをリッピングしたいときは「オ
プション」の「音楽の取り込み」タブの「形式」を
「MP3」に設定する。ビットレートは128～
320kbpsの範囲で選択可能だ。あとは音楽CD
をセットして「取り込み」機能の「音楽の取り込み」
をクリックすれば、リッピングが開始される。

3 映像・音楽を持ち歩けるポータブルメディアセンター3 映像・音楽を持ち歩けるポータブルメディアセンター

WMP10と並んで、マイクロソフトのデジ

タルメディア戦略の中核を担うのが「ポータ

ブルメディアセンター（PMC）」だ。これはポ

ータブルAVプレイヤー用のプラットフォー

ム。対応製品には液晶ディスプレイとHDD

が搭載されており、WMP10やMCE2005

経由でパソコン上の動画・音楽ファイル、

テレビ番組、デジカメ写真を転送し、外出

先で見たり聞いたりできる。DRMにも対応

しているので、音楽配信サービスで購入し

たファイルの転送も可能だ。米国では

「MLB.com」や「CinemaNow」などが有料

映像コンテンツを提供している。

現在、米国ではCREATIVE、iRiver、サ

ムソン製のPMC対応機器の予約受け付

けが始まっており、国内でもクリエイティブメ

ディアが「Zen Portable Media Center」

の投入を予定している。同機は20GBの

HDD、3.7型液晶ディスプレイ、最長22時

間の音楽再生が可能なリチウムイオンバッ

テリーを内蔵する。対応フォーマットは音楽

がWMAとMP3、映像がウィンドウズメディ

アビデオ（WMV）のみ。MPEGには非対応

なのが残念だ。また、テレビ番組の転送に

は録画機能を備えるMCE2005が必要に

なるなど、気になる点もあるが、映像や音楽

の新しい視聴スタイルを実現する製品であ

ることは間違いない。

PMCのメニュー画面。マイテレビ、マイミュージッ
ク、マイピクチャ、マイビデオが縦に並ぶMCE2005
を思わせるインターフェイスになっている。

音楽ファイルの再生中に左右キーを操作
すると、曲の途中で別の曲にジャンプさせ
たり、ランダム再生やリピート再生などの
設定ができたりする。また、WMP10で音
楽ファイル作成時にCDのジャケット写真
を取り込んでおくと、PMCにも転送されて
再生中に表示される。

本体左側には、ウィンドウズのスタートボタンに
当たるロゴボタンや、メニュー操作や、再生す
るコンテンツの選択を行う十字キーなどが配
置されている。

コンテンツの再生や早送り、巻き戻し、音量
の設定などは右側のボタン群で行う。映像を
視聴する際は、ちょうど携帯ゲーム機のように
両手でホールドするようなスタイルになる。
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